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東京真田町の会第13回総会と懇親会のご案内

拝啓　残暑の候、会員の皆掛こはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。会の運営にいつ

もご協力を戴き心から感謝いたしております。

通信3号でもお知らせしました「第13回の総会と懇親会」を下記のとおり開催することになり

ました．皆様お誘い合わせて大勢ご出席下さいますようご案内申し上げます。

其田町からは稲山町長さん、合集議長さんはかご出席をいただく予定となっております．

今年のアトラクションは「坂口浩さんの歌」と「真田郷保存会」の皆さんによる踊りとなってお

ります。1年ぶりの懇親会、思い出に残る楽しい会となりますよう念願しております。

尚、真田町より郷土産のおみやげが用意されます。

敬　具

平成12年8月吉日

記月　　日　　　平成12年10月22日（日）

会　　場　　　アルカディア市ヶ谷（私学会館）

千代田区九段北4－2－25

m　03－3261－9921

受　　付　　10時30分～

総　　会　　11時00分～11時30分

アトラクション11時30分～12時30分

歌と踊り

懇親会　　12時30分～14時30分

懇親会費　　　　9，000円

年会費　　　　1，000円

※　準備の都合上、出欠のご返事は同封のハガキ

で9月25日までにお願いします。また、

締切後でもご出席希望の方は、ハガキか電話

でご連絡の上ご出席下さい。

※　尚、ご欠席の方は年会費1，000円を同封

の郵便振替にて、「00110－ト255577東京

真田町の会」宛お振込みお願いします。

※　ハガキと振込み用紙の通信欄に近況等お書き

頂ければ幸いです。

※　参加申込後、欠席に変更の方は速やかに係迄

ご連絡下さい。

会　長　　三　井　芳　郎

※　問合せは下記へお顔いします。

会　長　　三井芳郎　凪　03－36糾一0369

事務局　　山口元彦　凪　03－3815－3344

総会担当　飯嶋義道　皿　045－571－5055

※　交　通　　市ヶ谷駅（A1－1出口）

JR中央線、都営新宿線

営団有東町線

営団南北線市ヶ谷見附

刀レカ荊ア市ヶ谷
私学会館
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部
A
瓦
の
活
動
報
出
口

◎
春
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

5
月
2
7
日
（
土
）
新
座
市
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
野
火
止
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
秦
し
く
遊
び
、
恒

例
の
車
座
に
な
っ
て
の
畢
食
後
小
林
美

郷
さ
ん
の
案
内
で
近
く
に
あ
る
ト
マ
ト

の
水
耕
栽
培
農
場
を
見
学
。
も
ぎ
た
て

の
完
熟
ト
マ
ト
を
味
わ
い
ま
し
た
。

参
加
者
（
敬
称
略
）
　
1
2
名

清
水
清
晴
・
佐
藤
ム
ネ
子
・
布
施
京
子

・
持
田
み
さ
子
・
武
田
守
央
・
大
久
保

三
八
子
・
小
林
正
子
・
滝
沢
け
さ
子
・

岸
　
俊
子
・
鈴
木
邦
子
・
小
林
美
郷
・

大
久
保
治
夫

◎
　
ふ
る
さ
と
訪
問

今
年
は
菅
平
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
あ
わ
せ
て
、
6
月
3
日
～
4

日
　
（
土
・
日
）
　
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
曇
野
の
わ
さ
び
農
場
・
白
馬
の
ジ

ャ
ン
プ
台
見
学
・
善
光
寺
参
拝
・
菅
平

で
の
真
田
町
と
の
交
歓
夕
食
会
・
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
・
山
菜
採
り
・
菅
平
カ
ン

ト
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
等
々
、

盛
り
沢
山
の
棄
し
い
二
日
間
で
し
た
。

参
加
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
　
1
7
名

繍
沢
　
貫
・
清
水
清
晴
・
荒
木
孝
一
・

川
上
年
美
・
塩
沢
和
政
・
柴
田
小
夜
子

夫
妻
・
佐
藤
ム
ネ
子
・
堀
内
寿
美
夫
妻

・
中
村
洋
子
・
勝
田
昭
子
・
山
口
元
彦

・
三
井
芳
郎
夫
妻
・
大
久
保
治
夫
・
荻

原
啓
治

◎
真
田
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加

7
月
2
日
、
菅
平
カ
ン
ト
リ
ー
で
開
催

さ
れ
、
当
会
か
ら
も
8
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
（
敬
称
略
）

小
市
英
一
・
佐
藤
宏
次
・
永
井
哲
夫
・

三
井
芳
郎
・
塩
沢
和
政
・
荻
原
啓
治
・

堀
内
　
福
・
塚
田
恒
雄

行
先
　
み
な
と
街
横
浜

横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
・
三
渓
囲
・
重
慶

飯
店
で
昼
食
・
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
・
山
下

公
園
・
み
な
と
み
ら
い
2
1
他
見
学

費
用
　
大
人
　
8
千
円
・
子
供
7
千
円

（
昼
食
代
を
含
む
）

申
込
先
　
中
島
正
江

m
・
配
　
0
3
・
3
7
0
2
・
1
3
8
5

締
切
　
9
月
1
5
日
迄

集
合
場
所
　
浜
松
町
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

集
合
時
間
　
午
前
　
8
時
朝
分

申
込
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
出
来
ま
せ
ん

各
亜
脚
の
活
動
計
嘉
田

⑳
文
化
部

「
は
と
バ
ス
日
舟
り
旅
行
ご
案
内
」

去
年
は
観
劇
会
で
し
た
が
、
今
年
は

目
新
し
く
は
と
バ
ス
で
親
睦
を
計
る
の

も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
、
ご
提
案
が

あ
り
ま
し
た
の
で
次
の
よ
う
に
計
声
を

し
ま
し
た
。
楽
し
い
一
日
を
過
ご
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
記

期
　
日
　
平
成
1
2
年
1
1
月
2
6
日
（
日
）

広
報
差
だ
ま
ち
よ
。

☆
　
菅
平
高
原
で
3
月
2
5
日
、
第
二
回

「
サ
〓
ア
レ
デ
ィ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
開
催
さ
れ
、
書
類
選
考
を
通
過
し
た

1
4
人
の
な
か
か
ら
、
3
人
の
サ
ニ
ア

レ
デ
ィ
ー
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

2
0
0
0
年
の
ミ
ス
菅
平
高
原
サ
ニ
ア

レ
デ
ィ
ー
に
古
川
照
美
さ
ん
（
東
京
都

・
会
社
員
）
。
準
ミ
ス
に
は
、
末
永
か

お
り
さ
ん
（
東
京
都
・
学
生
）
、
川
等

ま
ゆ
み
さ
ん
　
（
東
京
都
・
学
生
）

☆
　
田
中
区
の
秋
葉
神
社
の
薪
社
殿
が
完

成
．
4
月
2
9
日
完
成
を
祝
う
春
祭
り
が

行
な
わ
れ
、
横
道
神
粂
保
存
会
の
神
薬

の
奉
納
と
、
山
家
神
社
ひ
も
ろ
ぎ
会
の

6
人
の
小
学
生
に
よ
る
、
浦
安
の
舞
と

豊
栄
の
舞
が
技
量
さ
れ
ま
し
た
。

☆
　
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
女
子
マ

ラ
ソ
ン
の
日
本
代
表
、
山
口
衛
里
選
手

が
4
月
2
6
日
か
ら
6
月
4
日
ま
で
菅
平

高
厨
に
滞
在
し
、
サ
ニ
ア
パ
ー
ク
菅
平

の
ト
ラ
ッ
ク
や
周
辺
道
路
を
走
っ
て
、

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
ま
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
踵
を

期
待
し
ま
し
ょ
う
。

☆
　
東
信
地
区
町
村
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
で

真
田
町
チ
ー
ム
が
初
優
勝
。

4
月
2
7
日
、
望
月
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
1
8
町
村
が
参
加
し
た
大
会
で
優
勝
。

☆
　
新
婦
人
会
会
長
決
ま
る

4
月
2
2
日
、
平
成
1
2
年
度
の
婦
人
会

総
会
が
閃
か
れ
、
役
員
の
改
選
が
行
わ

れ
て
、
会
長
に
喜
藤
慶
子
さ
ん
　
（
真
田
）

副
会
長
に
荒
木
仁
子
さ
ん
　
（
真
田
）
　
北

沢
文
枝
さ
ん
　
（
大
庭
）
　
と
山
崎
博
子
さ

ん
　
（
大
畑
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
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◎
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
案
内

秋
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
左
記
の

と
お
り
計
画
を
い
た
し
ま
し
た
。

用
具
は
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ス

ニ
ー
カ
ー
等
軽
い
靴
、
動
き
や
す
い

服
装
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

記
平
成
1
2
年
1
1
月
1
8
日
（
土
）

新
座
市
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協

会
野
火
止
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

集
合
所
　
武
蔵
野
線
　
新
座
駅
　
駅
前

時
　
間
　
午
前
　
1
0
時

プ
レ
ー
　
午
前
　
1
0
時
卸
分
～

費
　
用
　
用
具
プ
レ
ー
代
　
8
0
0
円

募
集
人
数
　
2
0
名

申
込
締
切
　
1
1
月
1
0
日

申
込
先
　
　
大
久
保
　
治
　
夫

凪
・
Ⅲ
0
4
2
6
・
7
7
・
7
1
1
3

申
込
の
方
に
は
詳
細
を
ご
連
絡
し
ま
す

◎
　
東
京
真
田
町
の
会
の

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
案
内

し
ら
か
ば
通
信
夷
3
号
で
紹
介
し
た
東

京
真
田
町
の
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
左

記
の
通
り
計
画
を
し
ま
し
た
の
で
ご
案

内
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
ふ
る
っ
て

参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
ま
す

記

月
　
日
　
平
成
1
2
年
1
0
月
2
日
（
月
）

場
　
所
　
西
武
囲
ゴ
ル
フ
場

埼
玉
県
所
沢
市
荒
疇
1
4
6
4

鳳
　
0
4
2
・
9
2
5
・
8
1
1
1

費

　

用

　

　

2

3

、

0

0

0

円

（
プ
レ
ト
　
パ
ー
テ
ィ
、
昼
食
、

賞
品
代
一
切
含
む
）

募
集
人
数
　
　
2
0
名

申
込
締
切
　
9
月
2
0
日

申
込
先
　
荻
原
啓
治

阻
　
0
3
・
3
3
1
5
・
5
9
3
0

携
帯
0
9
0
－
8
4
4
2
－
2
3
7
1

堀
内
　
高

取
　
0
4
2
・
9
5
8
・
1
5
7
8

参
加
申
し
込
み
の
方
に
は
詳
細
を
後
日

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
願
い
　
－
・

コ
ス
タ
リ
カ
の
森
を
守
る
た
め
に
使
用

済
み
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
集
め
て
い

ま
す
。
総
会
の
時
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
に
っ
ぽ
ん
子
供
の
じ
ゃ
ん
ぐ
る
」

東
京
連
絡
員
　
柴
田
小
夜
子

凪
　
0
3
・
3
4
6
7
・
4
0
3
5

☆
真
田
町
文
化
財
に
新
し
く
指
定
さ
れ
ま

した。

⑳
　
大
庭
区
の
「
耕
き
寺
・
本
尊

木
造
阿
弥
陀
如
来
座
像
」

今
か
ら
5
0
0
年
位
前
に
製
作
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
力
強
い
彫
刻

に
よ
り
、
重
厚
な
雰
囲
気
を
持
つ
仏
像

で
す
。
町
内
の
仏
像
の
中
で
も
古
い
も

の
で
、
大
変
貴
重
で
す
。

⑳
　
「
横
道
の
十
九
夜
講
」

毎
年
3
月
1
9
日
に
横
道
三
区
で
行
わ

れ
ま
す
。
女
性
の
奈
り
で
、
下
横
道
の

十
九
夜
桜
に
お
参
り
し
た
後
、
公
民
館

で
念
仏
を
唱
え
ま
す
。
安
産
の
神
と
さ

れ
、
か
つ
て
は
横
道
以
外
か
ら
お
参
り

に
来
る
女
性
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

☆
　
お
屋
敷
の
真
田
庵
に
新
メ
ニ
ュ
ー

「
そ
ば
す
い
と
ん
」
が
増
え
ま
し
た
。

お
は
ぎ
と
共
に
お
楽
し
み
下
さ
い
。

☆
　
薪
そ
ば
ま
つ
り

今
年
の
「
し
ん
そ
ば
ま
つ
り
」
は
1
1
月

3
日
（
金
）
　
の
予
定
で
計
西
中
、
9
月

中
旬
に
決
ま
る
そ
う
で
す
。
問
合
せ
は

真
田
町
振
興
公
社
へ

凪
　
0
2
6
8
・
7
2
・
2
2
0
0

☆
第
三
回
お
ら
が
ま
ち
農
村

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

テ
ー
マ
・
町
内
で
撮
影
し
た
写
真
で
、

田
圃
や
集
落
の
風
景
、
そ
こ
で
働
く
人

な
ど
、
農
村
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
。

規
格
・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
四
つ
切
り

版
、
（
サ
ー
ビ
ス
四
つ
切
り
や
ワ
イ
ド

四
つ
切
り
も
可
。
軋
写
真
は
除
く
）

応
募
点
数
二
人
3
点
ま
で
（
未
発
表

の
作
品
に
限
る
）

応
募
方
法
・
作
品
に
、
題
名
、
撮
影
場

所
、
撮
影
日
、
氏
名
、
住
所
、
性
別
、

電
話
番
号
、
職
業
を
書
い
た
紙
を
添
え

て
、
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
郵
送
可
。

締
め
切
り
・
1
0
月
3
1
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

真
田
町
農
林
係
内
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局

m

 

O

2

6

8

－

7

2

－

4

3

3

0

☆
　
小
学
生
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
県
大
会
で

真
田
ク
ラ
ブ
が
優
勝
。

7
月
1
6
日
、
長
野
市
の
エ
ム
ウ
エ
ー

ブ
で
第
3
回
小
学
生
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

の
県
大
会
が
行
な
わ
れ
、
真
田
ク
ラ
ブ

が
参
加
1
8
0
チ
ー
ム
の
頂
点
に
立
ち

ま
し
た
。
1
0
・
5
4
8
キ
ロ
を
9
人
の

選
手
が
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
リ
レ
ー
で
す



会報「日本ダボス」第13号の発行
Iこつレヽてのお廣しヽ

「東京真田町の会J会長の皆掛こは平素より会の運営に大変なご協力を戴き厚くお礼申し上げ

ます．

日本ダボスも皆様のご協力のもとに年々充実してまいりました。さらに発展すべく役員一臥
一生懸命に努力をしております．

日本ダボスは会員600余名と其田町全戸約3、600戸に送られます・東京真田町の会およ

び会員皆様の活動を会員とふるさとの皆さんにお知らせする良い機会でございます。

今年も日本ダボス13号を12月未に発行すべく只今より準備に入りますが・何分にも皆様の

絶大なるご支援、ご協力で成り立っております・毎年のことで恐縮ですが「編集記事のご寄軌

と大変厳しい経済状況下ではございますが「広告のご出軌に協賛賜りたく切にお願い申し上げ

ます．

編集記事については大久保治夫理事、広告の申し込みは中島正江理事が担当しますので宜しく

お願いいたします。
以上　お願いまで

会　長　　三井芳郎

房薪、広告の締切は11月10日ですご協力をお顔い申し上げます・

編集記事は400字詰厨稿用掛こて3枚以内に顔写真1枚を同封して下記までお送り下さい・

総会の出欠の返信ハガキに近況報告を記入し返送お顔いいたします．

〒192－0354　東京養八王子市松が谷25－ト103

（凪・t氾　0426－77－7113）

大久保治夫　宛

広告の申込みと広告京稿は下記にお送り下さい。また、広告代金について臥日本ダボス発行

後に請求書をお送りいたします。

名刺広告　タテ7．5clXヨコ3．5ct lO，000円

3加1長広舌　　－　7，5ctX・17、5ct　　30，000円

2加1貢広告　　　一11．OctX　■17，5ct　　50，000円

〒158－0091東京都世田谷区中町4－35－17E　　　中島正江　宛

（凪・Ⅰ氾　03－3702－1385）

しちかは通信（平成12年8月28日発行）

発　行　東京真田町の会　会長　三井芳郎

156－0055　東京都世田谷区船橋卜亜－31

m．Ⅰ氾03－3一組2－9333

事務局　山口元彦　　mO3－3815－3344　軋03－3815－3341

広報‖誰　大久保治夫　　皿・弧0426－77－7113

編集委員　中島正江　　柴田小夜子
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